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　今年度も、新入職員を迎える時期となった。新
型コロナウイルス感染症に対応した３年間で、医
療・介護を取り巻く環境が大きく変化したのと同
時に、多くの学生にとっては、臨床実習が十分に
受けられず、また対面でのさまざまな交流機会が
少ない数年間を過ごし、不安を抱えたまま入職す
る方も多いだろう。
　2040年に向けて、生産年齢人口が急減するな
か、今回の新興感染症で学んだことと同様の社会
構造の急激な変化が訪れる。これは紛れもない現
実であり、これらの状況に対応できる人材には、
多様な他者と対話・協調し新しい課題を解決する
力と、柔軟性が必要となるだろう。おそらく今ま
で、与えられた課題やテキストをバランスよくこ
なすことを評価される仕組みのなかで育ってきた
学生たちが、いきなり社会に出て、自分たちで考
え動く人材にと言われても難しいのではないだろ
うか。
　「未来の学び」とは何か？「過去から学んでき
た常識」をいかにアップデートするのか、また、
していけばいいのかを考えさせられる。
　今、世の中では昨年11月にOpenAIから公開さ
れたChatGPT（Chat Generative Pre-trained 

Transformer）が話題となっている。高度なAI技
術によって人間のように自然に会話ができるAI
チャットサービスである。このような技術を私た
ちはどのように活用し、個々に処理する能力を拡
張していくのか議論は必要だが、今後、人口減少
社会においては価値が高いとされる技術である。
　私たちが働く環境の改善のためには、医療・介
護分野におけるタスクシフト・シェアの推進が今
後重要となるだろう。限られた時間のなかで、ま
ずは、時間的余裕を創出するためのツールとし
て、チャット等を活用したコミュニケーション変
革が必要となる。次に、知識や情報を得るため
に、負担のない情報共有と対話を増やせる環境の
整備が求められる。多職種で学び合う環境のなか
で、互いの心理的安全性を担保しつつ、場所や時
間にしばられない検索や学習ができるモバイル端
末の環境が必要である。
　タスクシフト・シェアは、専門人材のリスキリ
ングとなる可能性がある。シフトする側、される
側が負担感なく、提案や依頼の承認、教育を積極
的に行えるICTの環境が、これからの人材育成に
は必要であり、「未来の学び」につながるのでは
ないだろうか。

巻頭言

石川 賀代
日本リハビリテーション病院・施設協会 理事
社会医療法人石川記念会 HITO病院 理事長

石川ヘルスケアグループ 総院長
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